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平成24年５月１日号 2

　

大
田
原
市
は
、
平
成
23
年
12
月
に
「
放

射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
き
「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
」
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
環
境
省
と
の
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
３
月
30
日
に
協

議
が
整
い
「
大
田
原
市
除
染
実
施
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
除
染
実
施
計
画
に
基
づ

い
て
、
除
染
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
除
染
の
実
施
に
関
す
る
方
針

　

追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
１
ミ
リ
シ
ー

　

ベ
ル
ト
以
下
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

　

子
ど
も
関
連
施
設
や
公
共
施
設
を
中
心

　

に
市
内
の
除
染
を
市
民
の
皆
さ
ん
や
企

　

業
と
連
携
し
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
み

　

ま
す
。

　

達
成
が
困
難
な
区
域
に
つ
い
て
は
、
市

　

民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
年
間
追
加
被

　

ば
く
線
量
を
平
成
23
年
６
月
末
に
比
べ

　

て
、
約
50
％(

子
ど
も
に
つ
い
て
は
約

　

60
％)

減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し

　

ま
す
。

●
対
象
と
な
る
区
域

　

放
射
性
物
質
汚
染
状
況
マ
ッ
プ
作
成
時

　

に
測
定
し
た
空
間
線
量
率
を
基
に
、
平

　

均
で
毎
時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

　

ト
以
上
で
あ
る
次
の
区
域
を
除
染
対
象

　

と
し
ま
す
。

　
　

●
優
先
順
位
お
よ
び
汚
染
の
状
況
に
応
じ

　

た
除
染
方
針

　

空
間
線
量
が
比
較
的
高
い
区
域
を
優
先

　

し
、
そ
の
中
で
も
公
共
性
の
高
い
公
共

　

施
設
、
道
路
な
ど
の
生
活
環
境
圏
を
優

　

先
し
除
染
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
子
ど
も
は
成
人
よ
り
も
放
射
線
の

　

影
響
が
大
き
い
た
め
、
子
ど
も
の
生
活

　

環
境
圏
で
あ
る
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

　

園
、
公
園
な
ど
を
優
先
し
ま
す
。

　　

●
除
染
の
実
施
主
体

　

除
染
は
、
大
田
原
市
が
主
体
と
な
っ
て

　

取
り
組
み
、
保
育
園
、
学
校
、
公
共
施

　

設
、
道
路
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
市
が

　

除
染
を
行
い
ま
す
。

　

住
宅
、
宅
地
な
ど
の
身
近
な
周
辺
環
境
、

　

商
業
施
設
、
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
な
ど
に
除
染
の

　

協
力
を
お
願
い
し
、
協
働
で
除
染
を
進

　

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

※
除
染
対
象
区
域
で
あ
っ
て
も
、
実
施
前

　

に
対
象
と
な
る
地
点
の
空
間
線
量
率
を

　

測
定
し
、
そ
の
結
果
が
毎
時
０
・
23
マ

　

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
で
あ
っ
た
場

　

合
に
は
、
当
該
地
点
の
除
染
は
実
施
し

　

ま
せ
ん
。

●
除
染
方
法

　

除
染
方
法
は
、
原
則
と
し
て
「
除
染
関

　

係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン(

平
成
23
年
12
月
第

　

１
版)

」
な
ど
に
基
づ
き
ま
す
。
主
な
除

　

染
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
学
校
な
ど
の
子
ど
も
の
生
活
環
境(

学

　

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
公
園
な
ど)

　

表
土
の
は
ぎ
取
り
、
客
土
・
圧
密
に
よ

　

る
現
状
回
復
、
植
栽
の
剪
定
、
落
ち
葉
・

　

雑
草
な
ど
の
除
去

大
田
原
市
除
染
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

大
田
原
市
除
染
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

大
田
原
市
除
染
実
施
計
画《
概
要
》

《優
先
対
象
区
域
》

○
金
田
地
区

　

町
島
、
荒
井
、
岡
、
今
泉
、
戸
野
内
、

　

富
池
、
市
野
沢
、
練
貫
、
羽
田
、

　

乙
連
沢

○
親
園
地
区

　

実
取

○
野
崎
地
区

　

上
石
上
、
下
石
上
、
野
崎
１
・
２
丁
目
、

　

薄
葉

○
川
西
地
区

　

寒
井

○
両
郷
地
区

　

中
野
内
、
河
原
、
両
郷
、
寺
宿
、

　

木
佐
美
、
久
野
又
、
大
輪
、
川
田

○
須
賀
川
地
区

　

南
方

《除
染
実
施
対
象
区
域
》

○
大
田
原
地
区

　

山
の
手
１
・
２
丁
目
、

　

城
山
１
・
２
丁
目
、

　

元
町
１
丁
目
・
２
丁
目
、

　

新
富
町
１
〜
３
丁
目
、

　

中
央
１
・
２
丁
目
、

　

住
吉
町
１
・
２
丁
目
、

　

紫
塚
１
〜
４
丁
目
、

　

本
町
１
・
２
丁
目
、

　

末
広
１
〜
３
丁
目
、

　

美
原
１
〜
３
丁
目
、

　

浅
香
１
〜
５
丁
目
、

　

富
士
見
１
・
２
丁
目
、

　

加
治
屋

○
金
田
地
区

　

中
田
原
、
町
島
、
荒
井
、
岡
、
今
泉
、

　

戸
野
内
、
富
池
、
市
野
沢
、
練
貫
、

　

羽
田
、
乙
連
沢
、
小
滝
、
北
金
丸

○
親
園
地
区

　

親
園
、
実
取

○
野
崎
地
区

　

上
石
上
、
下
石
上
、

　

野
崎
１
・
２
丁
目
、
薄
葉

○
黒
羽
地
区

　

前
田
、
堀
之
内
、
北
野
上

○
川
西
地
区

　

蜂
巣
、
桧
木
沢
、
寒
井

○
両
郷
地
区

　

中
野
内
、
河
原
、
両
郷
、
寺
宿
、

　

木
佐
美
、
大
久
保
、
久
野
又
、

　

大
輪
、
川
田

○
須
賀
川
地
区

　

南
方

　　　昨年行われた
かねだ保育園の表土除去
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 ｢

芭
蕉
ウ
ィ
ー
ク｣

イ
ベ
ン
ト
開
催

②
戸
建
て
住
宅

　

壁
面
な
ど
の
清
掃
、
雨
樋
・
側
溝
な
ど

　

の
清
掃
、
植
栽
の
剪
定
、
落
ち
葉
・
雑

　

草
な
ど
の
除
去

③
道
路

　

除
草
、
道
路
脇
側
溝
の
清
掃

④
農
地
・
牧
草
地

　

深
耕
・
反
転
耕
、
農
道
の
除
草
、
水
路

　

の
清
掃

●
除
染
の
着
手
お
よ
び
完
了
予
定
時
期

　

平
成
26
年
３
月
末
ま
で
の
中
期
的
ス
ケ

　

ジ
ュ
ー
ル
を
下
表
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に
作
業

　

の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な
場
合

　

は
平
成
26
年
４
月
以
降
の
除
染
計
画
や

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
除
去
土
壌
な
ど
の
処
理

　

除
染
に
伴
っ
て
発
生
す
る
土
壌
な
ど
の

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
仮
置
き
場
を

　

確
保
し
保
管
す
る
か
、
除
染
を
行
っ
た

　

場
所(

敷
地
、
土
地
な
ど)

で
現
場
保
管

　

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

●
そ
の
他

①
除
染
の
進
捗
状
況
や
除
染
方
法
の
技
術

　

開
発
な
ど
に
よ
り
、
適
宜
計
画
の
見
直

　

し
を
行
い
ま
す
。

②
除
染
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

広
報
お
お
た
わ
ら
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

　

ど
で
公
表
し
ま
す
。

③
除
染
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
所
有
者

　

や
施
設
管
理
者
な
ど
と
協
議
の
上
、
除

　

染
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

５
７
２
２

　

松
尾
芭
蕉
が
、｢

お
く
の
ほ
そ
道｣

の
行

程
で
黒
羽
地
区
に
逗
留
し
た
５
月
21
日
か

ら
６
月
３
日
ま
で
を｢

芭
蕉
ウ
ィ
ー
ク｣

と

し
て
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

●
期　

間

　

５
月
21
日(

月)

〜
６
月
３
日(

日)

※
期
間
中
、
黒
羽
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
芭
蕉
関

　

連
の
展
示
を
し
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

【
芭
蕉
さ
ん
と
黄
門
様
が
歩
い
た
大
田
原
】

　

江
戸
時
代
の
人
気
者
、
芭
蕉
さ
ん
と
黄

　

門
様
、
そ
れ
ぞ
れ
大
田
原
を
訪
れ
て
い

　

ま
す
。
そ
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、

　

芭
蕉
さ
ん
や
黄
門
様
気
分
で
い
に
し
え

　

の
ロ
マ
ン
に
想
い
を
は
せ
て
散
策
し
ま

　

せ
ん
か
。

　

観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ふ
る
さ
と

　

を
知
る
会
」
が
ガ
イ
ド
を
し
ま
す
。

○
日　

時

　

５
月
26
日(

土) 　

午
前
９
時
30
分
〜
午

　

後
３
時(

小
雨
決
行)

○
集
合
場
所

　

黒
羽
庁
舎(

午
前
９
時
20
分
集
合)

○
行　

程

　

黒
羽
庁
舎
＝
心
橋
＝
雲
巌
寺
＝
旧
浄
法

　

寺
邸(

昼
食)

＝
笠
石
神
社
＝
下
侍
塚
古

　

墳
・
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

　

＝
光
丸
山
法
輪
寺
＝
黒
羽
庁
舎

○
募
集
人
員

　

35
名(

市
外
在
住
者
も
可)

○
参
加
費

　

１
０
０
０
円(

昼
食
代
・
バ
ス
代
・
保

　

険
料
と
し
て
当
日
集
金)

○
そ
の
他

　

徒
歩
で
移
動
す
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
の

　

で
、
動
き
や
す
い
服
装
、
履
き
な
れ
た

　

靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法

　

５
月
７
日(

月)

か
ら
18
日(

金)

ま
で
に
、

　

大
田
原
市
観
光
協
会
ま
で
電
話
で
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　

(

５
４)

１
１
１
０

【除染中期的スケジュール】

住宅、宅地、商業施設、
事業所、道路

農地、牧草地

・空間線量率の高い区域から除染を実施する
・空間線量率の経過観察を行う
  （線量が高い場合、追加の除染を検討する）

・空間線量率の高い区域から除染を実施する
・空間線量率の経過観察を行う
  （線量が高い場合、追加の除染を検討する）

・空間線量率の経過観察を行い、除染を検討する

・空間線量率の経過観察を行い、除染を検討する

除染対象 平成 24～ 25 年度

学校、保育園、幼稚園、
その他同等施設

都市公園、公園、
その他同等施設

　　昨年行われた
黒羽幼稚園の表土除去

昨年の芭蕉ウィーク「豊道春海碑」
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市
で
は
、
よ
り
良
い
広
報
紙

作
り
の
た
め
、
毎
年
10
名
の
方

に
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
も
モ
ニ
タ
ー

の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
節
電
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
分
か
り
や
す

　

く
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 （
７
月
１
日
号
）

●「
私
の
健
康
貯
筋
歩
」
の
体
験
談
は
と
て

　

も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。活
用
し
て

　

い
る
体
験
談
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　

成
果
を
実
感
し
こ
れ
か
ら
も
続
け
よ
う

　

と
す
る
方
々
の
励
み
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
９
月
15
日
号
）

●「
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
健
康
受
診

　

を
」で
は
、
円
グ
ラ
フ
で
丁
寧
に
作
成
さ

　

れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
付
随
す
る
解

　

説
は
簡
潔
な
文
章
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
１
月
15
日
号
）

●「
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
成
績
一
覧
」

　

で
は
、
身
近
な
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の

　

名
が
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
色
の
あ
る
大
変

　

有
意
義
な
大
会
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。地

　

域
の
活
性
化
に
大
い
に
役
立
つ
と
思
わ

　

れ
ま
す
。  　
　
　
　
　

 （
１
月
15
日
号
）

●
｢忘
れ
て
は
い
け
な
い
東
日
本
大
震
災

　

の
記
録
」
の
特
集
は
カ
ラ
ー
で
生
々
し

　

い
爪
跡
が
目
に
飛
び
込
み
、
ま
た
、
日
ご

　

ろ
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
の
非
常
品
、
持

　

出
品
も
風
化
さ
せ
な
い
た
め
参
考
に
な

　

っ
た
。　　
　
　
　
　

   （
３
月
１
日
号
）

●
決
め
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
の
中
で
伝
え
る

　

と
い
う
こ
と
で
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、

　

行
間
が
せ
ま
く
読
み
づ
ら
い
と
こ
ろ
が

　

あ
り
ま
し
た
。　　
　

   （
４
月
１
日
号
）

●「
あ
な
た
の
胃
は
大
丈
夫
で
す
か
」で
は
、

　

結
果
概
要
の
前
段
や
文
章
が
長
す
ぎ
て

　

少
し
分
か
り
づ
ら
い
気
が
し
ま
す
。も

　

う
少
し
簡
単
に
し
て
タ
イ
ト
ル
と
合
わ

　

せ
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

　

か
。　　
　
　
　
　

   　
（
３
月
１
日
号
）

●
い
わ
ゆ
る
お
役
所
こ
と
ば
表
現
は
ず
い

　

ぶ
ん
無
く
な
り
、
毎
号
と
て
も
読
み
や

　

す
く
な
っ
た
。　　
　

   （
３
月
１
日
号
）

●「
学
校
給
食
費
無
料
化
見
直
し
」
は
、
文

　

章
が
多
す
ぎ
て
読
み
づ
ら
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
6
月
１
日
号
）

●
土
砂
災
害
前
兆
現
象
例
の
イ
ラ
ス
ト
が

　

分
か
り
や
す
い
。デ
ー
タ
放
送
の
視
聴

　

方
法
も
写
真
が
つ
き
分
か
り
や
す
い
。

　

全
部
活
字
の
面
は
少
し
見
づ
ら
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
７
月
１
日
号
）

●「
自
然
観
察
館
だ
よ
り
」
の
チ
ョ
ウ
の
世

　

界
は
カ
ラ
ー
写
真
に
し
た
方
が
実
態
が

　

分
か
る
と
思
う
。　　

   （
１
月
15
日
号
）

●
春
の
桜
、
紫
陽
花
ま
つ
り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

　

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
は
、
今
後
も

　

で
き
る
限
り
の
ス
ペ
ー
ス
で
カ
ラ
ー
で

　

お
願
い
し
た
い
。

●
放
射
線
関
係
の
号
外
の
よ
う
な
も
の
を

　

発
行
し
て
ほ
し
い
。放
射
線
を
測
定
し

　

た
時
点
か
ら
、
広
報
の
発
行
ま
で
に
は

　

時
間
が
か
か
る
と
思
う
の
で
、
古
い
デ

　

ー
タ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

　

ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
数
値
の
経
過
な
ど

　

で
も
い
い
の
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
思

　

い
ま
す
。

●
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
市
民
の
生
の
声
が

　

聞
い
て
み
た
い
。市
か
ら
の
事
務
的
な

　

お
知
ら
せ
や
行
事
の
結
果
報
告
が
多
い

　

の
で
、
受
け
身
が
多
い
の
で
す
が
、
市
民

　

か
ら
の
発
信
も
あ
る
と
い
い
の
で
は
と

　

考
え
ま
し
た
。

●
市
に
い
ろ
い
ろ
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

　

い
る
と
思
い
ま
す
が
、「
Ｑ
＆
Ａ
」
の
よ

　

う
に
一
般
市
民
も
知
る
こ
と
は
で
き
な

　

い
で
し
ょ
う
か
。

●
他
市
で
登
載
し
て
い
る
「
お
料
理
レ
シ

　

ピ
」
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
て
は
ど

　

う
か
。

●
広
報
紙
の
構
成
に
つ
い
て
見
直
し
て
は

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。総
合
と
お
知
ら

　

せ
を
も
う
少
し
細
分
し
た
り
、
タ
イ
ト

　

ル
を
変
え
て
分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と

　

も
希
望
し
ま
す
。例
え
ば
ト
ピ
ッ
ク
ス
、

　

募
集
、
相
談
、
暮
ら
し
の
情
報
な
ど
。ま

　

た
コ
ン
テ
ン
ツ
も
見
直
し
て
、
市
民
が

　

知
り
た
い
情
報
（
市
民
の
ニ
ー
ズ
）
を
掲

　

載
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
希
望
し
ま

　

す
。

●
旧
湯
津
上
村
に
「
な
す
風
土
記
の
丘
資

　

料
館
」が
あ
る
の
で
、
市
内
で
発
掘
さ
れ

　

た
土
器
や
遺
跡
を
写
真
で
Ｐ
Ｒ
し
て
は

　

ど
う
か
。

●
広
報
紙
に
つ
い
て
、
新
聞
等
に
よ
る
と

　

各
自
治
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

　

な
さ
れ
て
い
る
。一
般
的
企
業
等
の
広

　

告
掲
載
し
収
入
増
に
成
功
し
て
い
る
と

　

こ
ろ
も
あ
る
。広
報
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る

　

市
民
目
線
の
記
事
（
取
材
）
も
あ
る
。ま

　

た
、
媒
体
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

　

か
ら
電
子
ブ
ッ
ク
化
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー

　

の
利
便
性
向
上
策
も
あ
る
。予
算
関
係
も

　

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
新
た
な
チ
ャ
レ

　

ン
ジ
を
期
待
し
ま
す
。

●
毎
月
図
書
館
だ
よ
り
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

お
話
し
会
や
人
形
芝
居
手
作
り
の
実
習

　

な
ど
、
参
加
し
た
方
の
感
想
、
意
見
な
ど

　

掲
載
い
た
だ
け
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

図
書
館
ば
か
り
で
は
な
く
、
各
地
区
公

　

民
館
で
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
年
間
多
く
実
施

　

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
方
々
の
生
の
声

　

が
少
し
で
も
聞
く
事
が
で
き
る
と
市
民

　

参
加
型
の
誌
面
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

記
事
の
内
容
で
、お
気
付
き
の
点
は

あ
り
ま
し
た
か
？

文
章
表
現
で
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
し
た
か
？

写
真
や
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
で

お
気
づ
き
の
点
は
あ
り
ま
し
た
か
？

今
後
、広
報
紙
に
ど
の
よ
う
な
記
事

の
掲
載
を
希
望
し
ま
す
か
？

そ
の
他
、お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば

自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

「
広
報
お
お
た
わ
ら
」に
対
す
る

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

【
消
費
者
月
間
の
由
来
】

　

｢消
費
者
月
間
｣に
は
、
消
費
者
問
題
に

関
す
る
啓
発
・
教
育
な
ど
が
集
中
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、｢消
費
者
保
護
基
本
法
｣(現
在

は
消
費
者
基
本
法
)が
昭
和
43
年
5
月
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

｢消
費
者
保
護
基
本
法
｣は
、
昭
和
30
年

代
の
高
度
成
長
に
伴
い
、
消
費
者
問
題
が

社
会
問
題
と
な
り
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か

け
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ま
で

法
律
の
中
に
消
費
者
と
い
う
言
葉
は
な
く
、

立
場
も
明
確
に
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

｢消
費
者
保
護
基
本
法
｣は
、
消
費
者
の

利
益
を
守
り
国
民
の
消
費
生
活
の
安
定
と

向
上
を
目
的
と
し
た
法
律
と
し
て
初
め
て

の
も
の
で
す
。

　

そ
の
施
行
20
周
年
を
機
に
、
昭
和
63
年

か
ら
毎
年
5
月
が
｢消
費
者
月
間
｣と
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
統
一
テ
ー
マ
は
｢安
全
・
安

心
い
ま
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
｣で
、
県
で
は

消
費
者
の
つ
ど
い
を
開
催
す
る
な
ど
啓
発

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

　

大
田
原
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
街

頭
で
の
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
を
行
う
な
ど
、

相
談
窓
口
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
の
対
処
法
な
ど
を
紹

介
し
事
前
に
被
害
を
防
止
す
る
出
前
講
座

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。自
治
会
や

老
人
会
な
ど
の
単
位
で
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

　

宅
地
内
の
給
水
装
置
工
事
(水
道
工
事
)

を
す
る
と
き
は
、
水
道
法
お
よ
び
市
給
水

条
例
に
基
づ
き
、
水
道
課
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

(例　

建
物
の
取
り
壊
し
、
建
物
増
築
に
よ

る
給
水
栓
の
移
動
、改
造
な
ど
)

　

無
断
工
事
を
行
う
と
、
お
客
さ
ま
の
み

な
ら
ず
、
ほ
か
の
水
道
利
用
者
に
も
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
水
装
置
工
事
は
大
田
原
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
(市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載
)に
依
頼
し
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
(無

　

登
録
業
者
)が
行
っ
た
工
事
は
違
法
工

　

事
と
な
り
給
水
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漏
水
を
修
理
し
た
場
合
で
も
漏

　

水
軽
減
措
置
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
工
務
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
３

大
田
原
市
上
水
道
を
利
用
し

て
い
る
皆
さ
ま
へ

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（４月９日）

●お母さん・お子さん向け
　野崎幼稚園制服、学習机、ベビー用椅子
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　スチールベッド、金太郎鎧（ケース入り）
　シングルベッド、ケース入り人形４個
●その他
　ベンチコート（Lサイズ）

●お母さん・お子さん向け
　抱っこひも、チャイルドシート、ベビーカー
　ジュニアベッド、ベビーベッド、歩行器
　体育着（薄葉小 160 ㎝・西原小 160 ㎝）
　那須拓陽高校制服（女子Ｍ）
　大田原女子高校制服（２着、160 ㎝）
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ミシン、足踏みミシン、地デジ対応テレビ、自転車
　炊飯ジャー、マッサージチェア、アップライトピアノ
　ノートパソコン、エレキギター、二槽式洗濯機、サイドボード
●その他
　人台、犬用介護カート、釣り竿（鯉、へら鮒用）
　かなめ焼、七輪、フラダンス用洋服

◆ゆずりたい
○不用品は修繕などが不要で再利用できるもの。

○展示できる大きさはおおむね、幅および奥行きがそ
　れぞれ 60 ㎝未満、高さ 2m未満としますが、詳細は
　お問い合わせください。
※搬入は各自でお願いします。
○展示できない大きなものや、持ち込みができない方
　は電話で登録をしてください。
◆ゆずってほしい
○展示してあるものはその場で引き取りができます。
○ゆずってほしい物を直接または電話でご登録ください。
●注意事項
○登録情報が一致した場合は、ゆずりたい方の電話番
　号のみをゆずってほしい方にお教えしますので、そ
　のあとは当人同士で交渉を行ってください。
○交渉の成立、不成立にかかわらず、結果を報告してく
　ださい。その報告をもって交渉成立の場合は登録内
　容を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求などはしないでくだ
　さい。万が一、金銭トラブルなどが起きた場合でも、
　取引に関し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人としますので事業者や法人の
　利用は固くお断りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌月から３カ月とし、引き
　続き登録をしたい場合はその旨ご連絡ください。

くらし情報館情報くらし情報館情報

「不用品登録」利用方法

■登録先･問い合わせ　くらし情報館　　（４７）７３７９
　管　理 　者　大田原市くらしの会
　場　　所　中央１-２-１４　あらまち蔵屋敷内
　開館日時　５月２日（水）、７日（月）、10日（木）、13日（日）、
　　　　　　　       16 日（水）、19日（土）、23日（水）、25日（金）、
　　　　　　　        28 日（月）、31日（木）
    いずれも午前10時から午後３時
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５月中旬～６月上旬

午前８時

午後５時

６月中旬～７月上旬

７月中旬～８月上旬

８月中旬～９月上旬

９月中旬～11月上旬

水道メーター交換日程表水道メーター交換日程表水道メーター交換日程表

メーター 13 ㎜対象

メーター 13 ㎜対象

メーター 20 ㎜以上対象

メーター 20 ㎜以上対象

メーター全対象

指針奇数月の大田原･黒羽全地区

指針偶数月の大田原･湯津上全地区

指針偶数月の大田原･湯津上全地区

指針奇数月の大田原･黒羽全地区

上記期間中に交換できなかった対象者

期　　間 時　　間 実施地区 備　　考期　　間 時　　間 実施地区 備　　考

〜

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

　

皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
使
用
水
量
を
適
正
か
つ
正
確
に

計
量
す
る
た
め
、
有
効
期
間
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

有
効
期
間
が
満
了
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
交
換
し
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
、
本
市
の
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
証
の
写
し
を
携

行
す
る
市
指
定
業
者
が
、
該
当
す
る
方
の

自
宅
や
施
設
を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。

　

近
年
、
交
換
す
る
メ
ー
タ
ー
の
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
、
事
前
に
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

円
滑
な
交
換
作
業
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日　

程　

下
表
の
と
お
り

※
都
合
に
よ
り
地
域
が
一
部
変
更
に
な
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
費　

用

　

無
料
。た
だ
し
、
一
部
の
修
繕
に
は
自
己

　

負
担
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
工
務
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
３

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

とちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用ください

図２

図３

●操作手順
※ご使用のリモコンによっては、多少操作が異なる場合が
　あります。

■問い合わせ　
　情報政策課広報広聴係　　(２３)８７００

①チャンネルを｢とちぎテレビ｣に合わせます。

②リモコンの【d】ボタンを押してください。

③右の図１のように｢データ放送｣の画面になります。

④リモコンの矢印ボタン【▲▼】で見たい項目枠に移
　動させ、【決定】ボタンを押します。

⑤図２のように画面が変わり、掲載されている項目
　の一覧が表示されます。

⑥一覧の中から読みたい記事を矢印ボタン【▲▼】で
　選び【決定】ボタンを押します。

⑦図３のように記事の詳細が表示されます。

⑧【決定】か【戻る】ボタンを押すと、前の画面に戻り
　ます。

テレビ映像を全画面表示に戻すには、もう一度【d】
ボタンを押してください。

図１

【d】ボタン
【▲▼】ボタン
【決定】ボタン
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お知らせ

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ
　国民年金は、日本国内に住所がある 20 歳以上 60
歳未満の方すべてが加入する制度です。
　届出を忘れると、将来受け取る老齢基礎年金の年
金額が少なくなったり、受けられなくなったりする
場合があります。
　また、不意の事故や病気で障害が残ったり、万一、
亡くなられたりしたときには、障害基礎年金や遺族
基礎年金が支給されなくなる恐れがあります。

《20歳になったとき》
　厚生年金や共済組合に加入していない方が 20 歳
になったときは、国民年金の第１号被保険者になり
ますので、市役所に｢国民年金被保険者資格取得届｣
を提出します。
《会社を退職したとき》
　会社などに勤めていて、厚生年金や共済組合に加入し
ている方は、国民年金の第２号被保険者になっています。
　第２号被保険者の方が 60 歳になる前に、会社な
どを退職したときは、国民年金の第１号被保険者に
なりますので、市役所に｢国民年金被保険者種別変
更届｣を提出します。
《被扶養配偶者の方の収入が増えたとき》
　会社などに勤めて、厚生年金や共済組合に加入して
いる方の被扶養配偶者の方(20 歳以上 60 歳未満の方に
限る)は、国民年金の第３号被保険者になっています。

　第３号被保険者の方のパート収入などが 130 万円
以上になったときは、被扶養配偶者でなくなり、第
１号被保険者になりますので、市役所に｢国民年金
被保険者種別変更届｣を提出します。
《被扶養配偶者の配偶者が退職したとき》
　配偶者の方が退職して、厚生年金や共済組合の加
入者でなくなると、それまで国民年金の第３号被保
険者だった方は、被扶養配偶者でなくなり、第１号
被保険者になりますので、市役所に｢国民年金被保
険者種別変更届｣を提出します。
※第３号被保険者の方が離婚したときにも、第１号
　被保険者になるための手続きが必要です。
※老齢厚生年金等を受ける権利をもっている配偶者
　の方が 65 歳になって第２号被保険者でなくなっ
　たときも、それまで第３号被保険者だった方は、
　第１号被保険者になるための手続きが必要です。
【免除制度などをご利用してください】
　平成 24 年度の国民年金の第１号被保険者の保険
料は、月額１万４９８０円です。
　国民年金の保険料を納めることが経済的に困難な
ときには、免除制度や学生納付特例制度があり、市
役所または年金事務所への申請手続きによって、保
険料の納付が免除されたり猶予されたりして、保険
料の未納を防止できることになっています。

こんな時は市役所で手続きをこんな時は市役所で手続きを

■問い合わせ
　市国保年金課国民年金係　　　　　(２３)８９２８
　大田原年金事務所　　　　　　　　(２２)６３１３
 　｢ねんきんダイヤル｣　　　０５７０ｰ０５ｰ１１６５

す
く
す
く
教
室　

※
要
電
話
予
約

●
日　

時　

５
月
18
日
(金
)

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場　

所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内　

容　

講
話
・
集
団
指
導

　

(親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
）

●
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

た
め
し
て
運
動
塾

●
日　

時　

５
月
16
日
(水
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

●
場　

所　

黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内　

容　

ヨ
ガ
(講
師
の
運
動
指
導
）

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ

　

オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(２
３
）７
６
０
１

お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ

●
日　

時　

５
月
22
日
(火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場　

所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内　

容　

与
一
い
き
い
き
体
操

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
幸
福
課
介
護
予
防
係

　
　
　

(２
３
）８
９
１
７

保
健
セ
ン
タ
ー
教
室
・
相
談

那
珂
川
河
畔
清
掃
活
動

参
加
者
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
那
珂
川
を
き
れ

い
に
す
る
会
」
が
中
心
と
な
り
、
那
珂
川

河
畔
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
清
掃
活
動
日

　

①
５
月
27
日
、
②
６
月
24
日

　

③
８
月
26
日
、
④
９
月
23
日

※
い
ず
れ
も
日
曜
日

●
集
合
場
所

　

市
役
所
黒
羽
庁
舎
(午
前
７
時
集
合
)

●
清
掃
区
域

　

高
岩
か
ら
松
葉
川
合
流
点
ま
で
の
那
珂

　

川
河
畔

●
作
業
内
容

　

河
川
敷
の
ご
み
回
収

　

(作
業
は
１
時
間
30
分
程
度
)

●
服
装
な
ど

　

清
掃
活
動
が
し
や
す
い
服
装
で
、
必
要

　

と
思
わ
れ
る
道
具
を
各
自
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。（
ご
み
袋
と
火
ば
さ
み
は
事
務
局

　

で
用
意
し
ま
す
。
）

●
申
し
込
み　

個
人
、
団
体
を
問
い
ま
せ

　

ん
。
５
月
23
日
(水
)ま
で
に
、
住
所
、

　

氏
名
(団
体
は
団
体
名
、
代
表
者
名
、

　

参
加
人
数
)、
連
絡
先
、
参
加
希
望
日

　

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
可
能

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
珂
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
事
務
局

　

(黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課
管
理
係
）

　
　
　

(５
４
)１
１
１
１

　
　
　

(５
４
)１
１
１
７
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広報

 

｢平
成
24
年
度
広
報
お
お
た
わ
ら
綴
じ
込
み

フ
ァ
イ
ル
｣お
よ
び
｢広
報
お
お
た
わ
ら
４

月
15
日
号
｣に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂

正
し
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
広
報
お
お
た
わ
ら
綴
じ
込
み
フ
ァ
イ
ル

○
主
な
施
設・

団
体
の
｢黒
羽
保
健
セ
ン

　
タ
ー
｣の
電
話
番
号
｢５
９‐

０
０
５
９
｣

　

は
、
現
在
、
黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電

　

話
回
線
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
使

　

用
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
０

●
広
報
お
お
た
わ
ら
４
月
15
日
号 

16
ペ
ー
ジ

○
５
月
の
休
日
当
番
医
の
13
日
(日
)の
松
井
医
院

　

が
阿
部
内
科
(佐
久
山
２
０
１
８
、　

(２
８
)

　

０
０
５
３
)に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
４

【
お
詫
び
と
訂
正
】(誤)(9:30～12:00､14:30～18:00)(9:30～12:00)

(正)(9:00～12:00､14:30～18:00)(9:00～12:00)

○市内医療機関一覧の｢小林内科
　外科医院｣の診療時間

↓

５月31日
(木)

６月６日
(水)

６月19日
(火)

７月６日
(金)

６月28日
(木)

５月23日
(水)

回 期　日 研　修　内　容 担当・講師回 期　日 研　修　内　容 担当・講師

１

２

３

４

５

６

国際医療福祉大学
医師

国際医療福祉大学
理学療法士

国際医療福祉大学
作業療法士

国際医療福祉大学
言語聴覚士

国際医療福祉大学
理学療法士

国際医療福祉大学
理学療法士

高齢者幸福課

高齢者幸福課

高齢者幸福課

高齢者幸福課

閉講式　修了証授与

筋力アップ体操　実技

体力測定
　｢自分自身の体力を知ろう｣

飲み込みと聴こえについて
　｢なぜ大切か？上手なケアとは」

認知症サポーターについて

認知症について
　｢どんな症状があるの？
　  お年寄りの気持ちは？
　  関わりのコツ｣

運動について
　｢高齢者における運動の効果｣

介護予防とは

老化とは
　｢老人のこころとからだの特性｣
　　高齢者の特徴とその接し方

開講式

平成24年度介護予防リーダー研修会日程表平成24年度介護予防リーダー研修会日程表

お知らせ

　

介
護
予
防
を
進
め
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

役
と
な
る
｢介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
｣を
養
成

し
ま
す
。

　

現
在
３
２
０
名
の
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
が
、

自
分
自
身
の
介
護
予
防
の
実
践
、
地
域
の
介

護
予
防
事
業
な
ど
で
活
動
中
で
す
。

●
研
修
日
程　

左
表
の
と
お
り

●
開
催
時
間　

・
第
１
回　

午
前
10
時
〜
正
午

・
第
２
回
以
降　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
開
催
場
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学

●
定　
　

員　

50
名

●
申
込
期
間　

５
月
９
日
(水
)〜
16
日
(水
)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
幸
福
課
介
護
予
防
係

　
　
　

(２
３
)８
９
１
７

　

メ
タ
ボ
ポ
イ
ス
テ
推
進
連
絡
会
で
は
、

設
立
記
念
月
間
と
し
て
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

　

季
節
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
、
運
動
不
足
の
解
消
と
と
も
に
自
分
の

身
体
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

５
月
26
日
(土
)午
前
９
時
集

　

合
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
午
前
９
時
30
分
〜

　

11
時
30
分
(休
憩
時
間
含
む
)

●
集
合
場
所　

黒
羽
庁
舎

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス　

黒
羽
地
区
７
㎞

●
持
ち
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子

●
参
加
費　

１
０
０
円
(傷
害
保
険
加
入
金
)

●
申
込
方
法　

５
月
９
日
(水
)〜
18
日
(金
)

　

に
左
記
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

【
随
時
会
員
募
集
中
】

●
メ
タ
ボ
ポ
イ
ス
テ
推
進
連
絡
会
と
は

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
き
っ
か

　

け
に
発
足
さ
れ
た
自
主
的
な
会
で
す
。

　

｢運
動
不
足
・
食
べ
過
ぎ
｣が
代
謝
の
低

　

下
や
動
脈
硬
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学

　

び
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。
二
度
と
メ
タ
ボ
に
な
ら
な
い
た

　

め
に
、
仲
間
や
保
健
師
と
共
に
運
動
や

　

食
事
に
つ
い
て
継
続
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

　

方
で
も
大
歓
迎
。
関
心
の
あ
る
方
は
連

　

絡
会
に
加
入
し
、
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

メ
タ
ボ
ポ
イ
ス
テ
推
進
連
絡
会

　

会
長　

平
野  

保
男

　
　
　

(９
８
)２
３
５
９

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(２
３
)７
６
０
１

メ
タ
ボ
を
ポ
イ
ス
テ
！

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
参
加
者
募
集
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４
月
か
ら
、
子
ど
も
手
当
か
ら
児
童
手

当
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い

た
方
は
そ
の
ま
ま
認
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

特
別
な
手
続
き
は
不
要
で
す
。

●
支
給
月
額

・
３
歳
未
満

　

１
万
５
０
０
０
円

・
３
歳
〜
小
学
生(

第
１
子
、
第
２
子) 　

　

１
万
円

・
３
歳
〜
小
学
生(

第
３
子
以
降)

　

１
万
５
０
０
０
円

・
中
学
生(

一
律)

　

１
万
円

・
所
得
制
限
を
超
え
る
方　

児
童
一
人
あ

　

た
り
５
０
０
０
円

※
第
１
子
、
第
２
子
、
第
３
子
以
降
の
考

　

え
方
は
、
高
校
卒
業
と
同
年
度(

18
歳

　

を
迎
え
た
日
の
属
す
る
年
度)

以
下
の

　

年
齢
の
子
ど
も
か
ら
数
え
ま
す
。

●
所
得
制
限

　

平
成
24
年
６
月
分
か
ら
所
得
制
限
が
設

　

け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
４
・
５
月
分
に

　

つ
い
て
は
、
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
現
況
届
に
つ
い
て

　

６
月
末
に
現
況
届
の
受
付
を
予
定
し
て

　

い
ま
す
。
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
手
続

　

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
幸
福
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

●
日　

時

　

５
月
20
日(

日) 　

午
前
８
時
45
分
集
合

※
小
雨
の
場
合
も
集
合
。
当
日
試
合
が
で

　

き
な
い
場
合
は
５
月
27
日(

日)

に
延
期
。

●
場　

所　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
参
加
資
格

　

本
市
在
住
者
の
ペ
ア
で
高
校
生
以
上
。

　

た
だ
し
、
高
校
生
の
ペ
ア
は
一
人
の
み

　

が
本
市
在
住
で
あ
れ
ば
可
。

●
募
集
ペ
ア
数　

男
女
と
も
先
着
16
ペ
ア

●
参
加
料(

１
ペ
ア)

　

一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
生
５
０
０
円

●
申
込
方
法

　

５
月
11
日(

金)

ま
で
に
、
県
北
体
育
館

　

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
参
加
料
を
添

　

え
て
申
し
込
み
。
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
。
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
不

　

可
。
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８
時
30

　

分
〜
午
後
５
時
15
分
。

●
そ
の
他

・
組
み
合
わ
せ
は
運
営
担
当
に
一
任
願
い

　

ま
す
。

・
参
加
者
全
員
に
賞
品
あ
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

●
日　

時　

５
月
20
日(

日)

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

(

受
付　

午
前
８
時
10
分
〜)

●
場　

所　

大
田
原
体
育
館

●
参
加
資
格

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

●
種　

目　

男
女
ダ
ブ
ル
ス(

上
級
・
中

　

級
・
初
級
者
に
分
か
れ
ま
す)

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円(

中

　

学
生
以
下
は
１
０
０
０
円)

●
申
込
方
法

　

５
月
10
日(

木)

ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
課
ま
で
申
し
込
み
。

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

　

後
５
時
15
分(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
は

児
童
手
当
に
変
わ
り
ま
し
た

第
21
回
春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

第
39
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
参
加
者
募
集

＜５月１日(火)～５月31日(木)＞

子育て支援情報

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目を離
さないようお願いします。

木曜日　★休館日 ５/３　

火･木･金･第３土曜日
★休館日 ５/３・４

火曜日　子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)
子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第２土曜日
★休館日 ５/４

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者の
交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りながら
育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相談
・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日　子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

 毎週
 月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

■問い合わせ
子ども幸福課子育て支援係　
　　　（２３ ）８９３２

★休館日 
５/３・４
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お知らせ

●
日　

時　

５
月
20
日
(日
）　　
　
　
　

　

午
前
９
時
15
分
〜

●
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
丘　
　
　
　
　

　

多
目
的
運
動
場

●
参
加
チ
ー
ム
な
ど

○
２
０
１
２
全
日
本
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
選

　

手
権
大
会

　

地
元「
お
お
た
わ
ら
消
防
」チ
ー
ム
が
参
加

・
主
催　

(社
）
日
本
綱
引
連
盟

○
第
８
回
全
国
青
少
年
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引

　

競
技
大
会

・
全
国
お
よ
び
市
内
の
小
・
中
学
生
60
チ
ー

　

ム
が
参
加

・
主
催　

市
、
(社
）
日
本
綱
引
連
盟

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(２
２
）８
０
１
７

●
定　

員　

30
名

●
対
象
者

　

市
内
在
住
の
小
学
校
３
〜
６
年
生

●
開
校
日
時

　

５
月
26
日
、
６
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

　

23
日
・
30
日
、７
月
７
日
・
14
日
・
28
日
、

　

８
月
４
日　

(全
10
回
）　　
　
　
　
　

　

毎
週
(土
）午
後
７
時
〜
９
時

●
会　

場　

黒
羽
体
育
館

●
受
講
料　

８
０
０
円（
申
し
込
み
時
に
納
入
）

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
と
し
て

●
講　

師

　

市
体
育
協
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

●
申
込
方
法

　

５
月
７
日
(月
）
〜
17
日
(木
）
の
午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　
　
　
　
　

　

黒
羽
体
育
館
で
申
し
込
み
の
受
け
付
け

　

を
行
い
ま
す
の
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。(た
だ
し
平
日
の
み
受
け
付
け
）

●
注
意
事
項

・
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

・
代
理
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
が
、
複
数

　

人
数
分
を
一
括
し
て
申
し
込
む
こ
と
は

　

不
可
。

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

・
申
込
者
が
定
員
の
半
数
に
満
た
な
い
場

　

合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理

　

事
業
係（
黒
羽
体
育
館
）

　
　
　

(５
４
）２
８
５
８

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係（
県
北
体
育
館
）

　
　
　

(２
２
）８
０
１
７

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
言
語
力
の
育

成
の
一
環
と
し
て
新
聞
を
活
用
し
た
言
語

活
動
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
の
意
欲

を
喚
起
し
、
表
現
力
の
一
層
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、｢大
田
原
市
こ
ど
も
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

○
市
内
小
・
中
学
生

○
市
内
に
あ
る
大
田
原
高
等
学
校
、
大
田

　

原
女
子
高
等
学
校
、
黒
羽
高
等
学
校
、
大

　

田
原
東
高
等
学
校
に
通
学
す
る
高
校
生

　

と
市
内
に
住
所
が
あ
り
市
外
の
高
等
学

　

校
に
通
う
高
校
生

●
応
募
要
領

①
作
品　

・
各
教
科
、
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
、

　

ク
ラ
ブ
活
動
等
で
児
童
・
生
徒
が
作
成
し

　

た
新
聞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
自
作
の
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。　

　

(校
内
で
の
発
表
・
展
示
を
除
く
）　

・
Ａ
４
で
１
枚
（
片
面
）

　

(そ
れ
以
下
以
上
の
も
の
は
拡
大
ま
た

　

は
縮
小
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。）

②
応
募
締
切　

10
月
31
日
(水
）必
着

③
応
募
方
法

・
市
内
小
中
学
校
・
高
等
学
校
は
学
校
単

　

位
で
応
募

・
市
外
高
等
学
校
に
通
学
す
る
方
は
個
人
で
応

　

募
(氏
名
、
所
属
校
名
、
学
年
、
住
所
、
電

　

話
番
号
、
新
聞
名
を
別
紙
に
記
入
の
う
え
、

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
ま
で
送
付
）

●
送
付
先

　

〒
３
２
４
‐
０
４
９
２　
　
　
　
　
　

　

大
田
原
市
湯
津
上
５
‐
１
０
８
１　
　

　

大
田
原
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学

　

校
教
育
係
こ
ど
も
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
担
当

●
審
査
方
法　

学
校
教
育
や
新
聞
に
関
わ

　

る
関
係
者
に
よ
り
審
査

●
部
門
お
よ
び
賞

①
部
門

・
小
学
生
１
年
〜
３
年
の
部

・
小
学
生
４
年
〜
６
年
の
部

・
中
学
生
の
部

・
高
校
生
の
部

②
賞

・
最
優
秀
賞
(教
育
長
賞
）
３
点

 

・
下
野
新
聞
社
賞　

１
点

 

・
優
秀
賞　

６
点

●
そ
の
他

　

入
選
作
品
は
、
市
内
で
展
示
会
を
開
く

　

他
、
広
報
お
お
た
わ
ら
な
ど
で
紹
介
し

　

ま
す
。(そ
の
際
の
著
作
権
は
学
校
教
育

　

課
が
管
理
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　

(９
８
）７
１
１
３

　

児
童
生
徒
の
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発

表
す
る
た
め
運
動
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
来
校
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の

様
子
な
ど
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

６
月
２
日
(土
）

　

雨
天
時　

６
月
３
日
(日
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
２
時
40
分

●
場　

所　

那
須
特
別
支
援
学
校
グ
ラ
ウ

　

ン
ド（
那
須
塩
原
市
下
永
田
８
‐
７
）

●
内　

容

　

個
人
・
団
体
競
技
、リ
レ
ー
、ダ
ン
ス
な
ど

●
参
加
者

　

小
・
中
・
訪
問
教
育
学
級
児
童
生
徒

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
３
６
）４
５
７
０

ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
大
会

２
０
１
２
全
日
本
選
手
権
大
会

第
８
回
全
国
青
少
年
競
技
大
会

教
育
委
員
会
主
催

第
１
回
大
田
原
市
こ
ど
も
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
！

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

受
講
生
募
集

那
須
特
別
支
援
学
校
運
動
会



軽
自
動
車
税
減
免
の
お
し
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日（
木
）ま
で

お知らせ
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(

２
３)

８
７
８
５

　

湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課

　
　
　

(

９
８)

２
１
１
１

　

黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課

　
　
　

(

５
４)

１
１
１
４

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日(

木)

ま

で
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

●
納
付
方
法

　

お
手
元
の
納
税
通
知
書
で
お
近
く
の
金
融

　

機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所

　

大
田
原
市
中
央
１‐

１‐

９

　
　
　

(

２
３)

４
１
７
１

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
酒
販
店
な
ど

へ
の
買
い
物
の
機
会
を
利
用
し
て
、
お
酒

売
場
の
未
成
年
者
飲
酒
防
止
の
た
め
の
表

示
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
税
務
署
に
連
絡

し
て
い
た
だ
く
『
酒
類
販
売
管
理
協
力

員
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※

応
募
方
法
、
募
集
期
間
、
委
嘱
期
間
な

　

ど
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

http://w
w
w
.nta.go.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
税
務
署
酒
類
指
導
官

　
　
　

０
２
８(

６
２
１)

２
２
４
９

　

日
本
あ
り
が
と
う
運
動
促
進
協
議
会
代

　

表　

教
育
学
博
士　

勝
俣　

暎
史　

氏

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法　

市
内
各
小
中
学
校
に
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
主　

催　

大
田
原
市
教
育
会
、
大
田
原

　

市
教
育
委
員
会
、
大
田
原
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

　

絡
協
議
会

　

｢あ
り
が
と
う
｣の
一
言
か
ら
人
間
関
係    

　

は
変
わ
り
ま
す
！

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し

　

て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係　
　
　
　
　

　
　
　

(

９
８)

７
１
１
３

　　

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
、
心
身
の

発
達
や
精
神
に
障
害
が
あ
っ
た
り
す
る
方

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
車
両

・
障
害
者
が
所
有
し
、
障
害
者
本
人
が
運

　

転
す
る
車

・
障
害
者
ま
た
は
障
害
者
と
生
計
を
一
に

　

す
る
方
も
し
く
は
常
時
介
護
を
す
る
方

　

が
所
有
し
、
生
計
を
一
に
す
る
方
も
し

　

く
は
常
時
介
護
を
す
る
方
が
運
転
す
る
車

※

構
造
が
身
障
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め

　

の
車(

車
い
す
移
動
車)

や
公
益
の
た
め

　　

大
田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
24

年
度
｢あ
り
が
と
う
運
動
｣を
市
内
各
小
中

学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
教
職
員
全
体
研
修
会
に
お

い
て
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
で
、

日
本
あ
り
が
と
う
運
動
促
進
協
議
会
代
表

の
勝
俣
暎
史
先
生
を
講
師
に
招
き
、「
魔

法
の
こ
と
ば
『
あ
り
が
と
う
』
で
幸
福
度
日

本
一
の
大
田
原
を
」
と
題
し
て
、
講
演
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

｢あ
り
が
と
う
｣の
一
言
で
、
心
の
病
が

治
る
。
家
族
・
職
場
の
人
間
関
係
が
変
わ

る
。
子
ど
も
た
ち
の
自
己
重
要
感
を
高
め

る
。
そ
う
い
っ
た
療
育
現
場
や
社
会
生
活

の
中
で
の
実
践
を
通
し
た
、
わ
か
り
や
す

く
、
次
の
日
か
ら
実
行
で
き
る
お
話
が
満

載
で
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
も
学
校
の
先
生
方
と

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、

｢あ
り
が
と
う
｣の
言
葉
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

5
月
7
日(

月)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
20
分

　

（
受
付　

午
後
１
時
10
分
〜)

●
会　

場　

湯
津
上
地
区
公
民
館

●
内　

容

①
市
長
講
話
｢大
田
原
の
市
政
｣

②
教
育
長
あ
い
さ
つ

③
講
演
｢魔
法
の
こ
と
ば
『
あ
り
が
と
う
』
で

　

幸
福
度
日
本
一
の
大
田
原
を
｣

　

講
師 

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授
、

「
あ
り
が
と
う
運
動
」講
演
会
開
催

  
保
護
者
参
加
者
募
集

  

市
内
教
職
員
全
体
研
修
会
と
共
催
！

　

に
直
接
専
用
す
る
車
も
減
免
の
対
象
に

　

な
り
ま
す
。

●
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

て
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
障

　

害
の
範
囲
が
｢A
｣｢A1
｣｢A2
」
の
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

　

て
い
て
、
障
害
の
程
度
が
１
級
の
方

※

該
当
要
件
や
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載

　

せ
て
あ
り
ま
す
。)

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
手
帳(

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　

な
ど)

・
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

・
印
鑑

●
申
請
す
る
期
間

　

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
が
届
い
て
か

　

ら(

５
月
11
日(

金)

発
送)

、
軽
自
動
車

　

税
納
期
限(

５
月
31
日(

木))

ま
で
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

・
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
減
免
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
減
免
の
対
象
は
、
普
通
自
動
車
等
を
含

　

め
て
１
人
１
台
で
す
。

・
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
大
田
原
県

　

税
事
務
所( 　

２
３‐

４
１
７
２)

に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
税
制
係

酒
類
販
売
管
理
協
力
員
募
集

て
る
ち
か

て
る
ち
か
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お知らせ

大
田
原
市
の
制
度
融
資
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
4
月
以
降
に

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、
市
長

へ
の
事
後
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
届
出
対
象
者　

個
人
･
法
人
を
問
わ
ず
、

　

売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地

　

を
新
た
に
取
得
し
た
方

※
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
届
出
が
必
要
。
国
土

　

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の

　

届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。

●
届
出
期
間
お
よ
び
提
出
先　

土
地
の
所
有
者

　

と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た

　

土
地
の
あ
る
市
(町
村
)長
に
届
出
を
提
出
。

●
届
出
事
項

①
森
林
の
土
地
所
有
者
届
出
書
(農
林
整

　

備
課
備
え
付
け
)

②
登
記
事
項
証
明
書
、
土
地
売
買
契
約
書

　

な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る

　

書
類
の
写
し

③
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

■
問
い
合
わ
せ

　

市
農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　

(２
３
)８
１
２
６

　

県
北
環
境
森
林
事
務
所
林
業
経
営
課

　
　
　

(２
３
)６
３
６
５

○
事
業
資
金
の
円
滑
な
借
り
入
れ
を
促
進

　

市
内
の
金
融
機
関
に
融
資
の
元
本
の
一

　

部
と
な
る
資
金
を
預
託
す
る
こ
と
で
、

　

一
般
の
金
融
機
関
の
貸
付
利
率
よ
り
低

　

金
利
で
中
小
零
細
企
業
者
が
資
金
を
借

　

り
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
借
り
入
れ
の
際
の
経
費
負
担
を
軽
減

　

融
資
を
受
け
る
た
め
に
は
、
栃
木
県
信
用

　

保
証
協
会
の
公
的
保
証
が
必
要
で
す
が
、
こ

　

の
保
証
に
掛
か
る
保
証
料
は
市
の
全
額
補
助

　

の
た
め
、
借
り
主
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

信
用
保
証
料
の
補
助
は
年
に
何
回
融
資

　

を
利
用
し
て
も
全
額
補
助
さ
れ
ま
す
。

【資
金
繰
り
の
円
滑
化
を
支
援
す
る
た
め
の
対
策
】

○
対
策
実
施
期
間

　

４
月
２
日
(月
)〜
平
成
25
年
３
月
29
日
(金
)

《
市
制
度
融
資
の
借
り
換
え
》

　

中
小
企
業
者
事
業
資
金
(市
制
度
融
資
)

の
既
存
貸
付
残
額
を
新
規
融
資
に
よ
り
借

り
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
借
り
換
え
が
可
能
な
資
金
市
制
度
融
資
資
金

　

(小
口
・
設
備
・
特
別
小
口
零
細
企
業
資
金
)

※
創
業
支
援
資
金
の
借
り
換
え
は
不
可

○
借
り
換
え
る
た
め
の
資
金

　

小
口
資
金
(1
件
に
つ
き
5
0
0
万
円

　

以
内
、
返
済
期
間
5
年
以
内
)

○
対
象
者　

市
制
度
融
資
資
金
の
既
存
融
資
が

　

あ
り
、
借
り
換
え
に
よ
り
健
全
な
事
業
活
動

　

の
維
持
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
中
小
企
業
者

○
『
借
り
換
え
』
の
条
件

・
据
置
期
間
に
あ
る
貸
し
付
け
は
対
象
外

・
責
任
共
有
制
度
対
象
の
貸
し
付
け
を
責

　

任
共
有
制
度
対
象
外
の
貸
し
付
け
で
借

　

り
換
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
借
り
換
え
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
取
扱
金
融

　

機
関
・
信
用
保
証
協
会
の
審
査
あ
り

《
市
制
度
融
資
の
償
還
期
間
延
長
》

○
対
象　

市
制
度
融
資
の
全
資
金

○
延
長
期
間　

現
在
の
融
資
規
則
で
定
め
る

　

融
資
期
間
を
超
え
て
３
年
を
限
度
に
、
取
扱

　

金
融
機
関
・
信
用
保
証
協
会
が
認
め
た
期
間

※
融
資
期
間
の
延
長
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
取

　

扱
金
融
機
関
・
信
用
保
証
協
会
の
審
査
あ
り

《
創
業
支
援
資
金
も
利
子
補
給
金
制
度
の
対
象
》

　

こ
れ
ま
で
小
口
資
金
･
設
備
資
金
･
特
別

小
口
零
細
企
業
資
金
の
利
用
者
の
み
の
対
象

で
し
た
が
、
創
業
支
援
資
金
も
利
子
の
補
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

利
子
補
給
制
度
は
、
融
資
額
の
１
％
ま

た
は
支
払
っ
た
利
子
額
の
少
な
い
金
額
を

補
助
す
る
制
度
で
す
。
(同
一
中
小
企
業
者

は
１
年
度
に
つ
き
１
度
の
融
資
の
み
)

●
そ
の
他

①
小
口
資
金
、
設
備
資
金
、
特
別
小
口
細
企

　

業
資
金
、
創
業
支
援
資
金
の
利
用
に
は
、

　

す
べ
て
栃
木
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
が

　

必
要
で
す
。
保
証
が
受
け
ら
れ
な
い
方
は

　

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

②
大
田
原
市
税
の
現
年
度
分
(納
期
限
前
の
分

　

は
除
く
)、
ま
た
は
過
年
度
分
に
滞
納
が
あ

　

る
方
は
制
度
融
資
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み　

市
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

　

信
用
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
９

　　   

個
人
は
不
要
・
企
業
は
代
表
者
の
み

【 融資一覧 】
保証人

*市内に１年以上居住
していて、市内の同
一事業所(雇用従業員
が常時１人以上)に１
年以上勤務し、年齢
が満20歳以上の方

*市内に創業しよう
としている個人ま
たは企業
*市内に創業後１年
未満の中小企業者

上記の条件のほか
*中小企業信用保険
法に定める小規模
企業者
*信用保証協会の保
証残高が1,250万
円以下の事業者で
あること

*中小企業基本法に
定める中小企業者
であること
*市内において１年
以上引き続き同一
事業を営んでいる
こと
*その経営が健全で
あり返済能力が確
実であると認めら
れること

 資金の使途 融資を受ける条件 融資限度額 返済期間と利率 返済
方法区分

５年以内
　年2.3%

１従業員
につき200
万円以内 １

名

５年以内
　年1.9%

３年以内
　年1.6%
５年以内
　年1.8%

５年以内
　年2.0%
７年以内
　年2.2%
10年以内
　年2.5%

３年以内
　年1.7%
５年以内
　年2.0%

１企業に
つき500
万円以内

１年度１
企業につき
1,000万円
以内

１ 件につき
500万円
以内小

口
融
資

設
備
資
金

特
別
小
口
零
細
企
業
資
金

創
業
支
援
資
金
中
小
企
業
者
従
業
員

福
利
厚
生
資
金

*商品(材料)の
仕入資金
*運転資金
*買掛金などの
決済資金
*その他諸経費
の支払い

*機械･設備･車
両の購入資金
*店舗･工場･建
物などの新
築･改築

*不慮の災害
*冠婚葬祭
*子弟の教育
*疾病の療養
および分娩

用途によ
り上記と
同じ(ただ
し､１事業
者につき
1,250万円
以内）

月
賦
返
済
ま
た
は
一
括
返
済

月
賦
返
済

上
記
の
す
べ
て
の
用
途
に
利
用
で
き
ま
す
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野
鳥
は
ペ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

メ
ジ
ロ
や
ヒ
ガ
ラ
な
ど
の
野
鳥
を
許
可

な
く
捕
っ
た
り
飼
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栃
木
県

で
は
ペ
ッ
ト
目
的
で
の
捕
獲
・
飼
養
は
許

可
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

安
易
な
気
持
ち
で
の
捕
獲
や
飼
養
も
犯

罪
行
為
で
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
不
審
な
野
鳥
な
ど
の
捕
獲
行
為
・
飼

養
を
見
か
け
た
と
き
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
北
地
区
野
生
鳥
獣
捕
獲
・
飼
養
連
絡

　

会(

県
北
環
境
森
林
事
務
所
内)

　
　
　

(

２
３)

６
３
６
３

　

市
で
は
、
農
業
に
お
け
る
園
芸
振
興
、
産

地
育
成
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

対
し
て
市
単
独
補
助
金
と
し
て
購
入
費
や

資
材
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
｢営
農
集
団
共
同
利
用
機
械
導
入

事
業
｣補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

22
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
農
業
近
代

化
資
金
の
｢農
機
具
等
の
購
入
に
必
要
な

資
金
｣に
関
し
て
の
利
子
補
給
を
平
成
23

年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

●
事
業
内
容　

下
表
の
と
お
り

●
申
請
に
つ
い
て　

施
設
や
機
械
を
導
入

　

す
る
３
カ
月
前
ま
で
に
農
政
課
ま
で
相

　

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　

(

２
３)

８
２
９
２

農
業
者
・
農
業
生
産
組
織
な
ど
の

皆
さ
ん
へ

市
単
独
補
助
金
の
案
内

事業名 事業内容 補助金額 補助対象

保冷庫購入事業

園芸拡大支援事業

アスパラガス生産
拡大支援事業

園芸用保冷庫（1.5 坪）
購入費補助

園芸用パイプハウス
資材費補助
330 ～ 1,000 ㎡

アスパラガス種子および
苗購入費補助（10ａ以上作付）

３分の１以内
（12 万円上限）

３分の１以内
（１㎡あたりの上限あり）

３分の１以内

個人･生産組織など

個人･生産組織など

個人･生産組織など

○市単独補助金事業内容

農機具などの購入に必要な資金 １％以内 ５年以内
事　業　名 利子補給率 利子補給率

○農業近代化資金（農機具などの購入に必要な資金）利子補給補助金

　チョウの大きな｢はね｣には、さまざまな色と模
様があり、その多様性と美しさに驚かされます。
今回も現在開催中のチョウの企画展から、ぜひ見
ていただきたいチョウを紹介します。
●｢世界の三大美チョウ｣
☆ミイロタテハ☆　古くからヨーロッパの富豪の

あこがれの的で、今でも昆虫収集
家で人気が高いチョウです。南米
特産のチョウで黒地に赤・青・黄
などの彩りが特徴です。

☆モルフォチョウ☆　南アメリカを代表するチョ
ウの仲間で空色の強い輝きは自然
の驚異といわれています。この輝
きで鳥などの天敵をおどかしてい
るのかも知れません。

☆トリバネアゲハ☆　東南アジアに生息し、11種
類の仲間が知られています。オス
はいずれも豪華な色彩です。

●｢昆虫の絵コンクール｣開催
　｢小さな虫たちの命の素晴らしさ自然の不思議

さに目を向け、関心を高めること｣を目的に、市
内の園児を対象に｢第１回昆虫の絵コンクール｣
を開催しました。　　
　応募総数447点の出品があり、展覧会を３月中
旬に盛大に実施しました。作品はいずれも、子
どもらしく元気のあるもので審査委員も選考に
苦労していました。紙面の関係で
最優秀賞のみを紹介します。

●ヘラクレスと記念写真を！
自然観察館で飼育されたヘラクレスオオカブト
ムシ３匹（頭）が展示されています。そのうち１
匹（頭）は「さわれるコーナー」
に展示しました。ヘラクレスに
さわれる施設は大変珍しいので、
ぜひ世界最長のカブトと記念写
真を撮ってみませんか。

■問い合わせ
　ふれあいの丘自然観察館 　(２８)３１３１
　　　 http://www.fureaino-oka.com/shizen/　

だよりだよりだよりだよりだより

年少　
あらまき よひと   さん年長    まるやま  ゆい さん 年中    郷 咲稀子さん

ヘラクレスオオカブト 
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天文館

鹿児島、四国、近畿、東海、関東と
日本の広い範囲で金環日食が見え、
日本国内で大きく欠けた太陽を見る
ことができます。日本の人口の６割、
7,000万人が住んでいる地域を通りま
す。

◆部分日食開始
　午前６時21分
◆金環日食開始
　午前７時35分
◆最大食分
　午前７時37分
◆金環日食終了
　午前７時39分
◆部分日食終了
　午前９時05分

ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより

★どこで見えるの？
みんなで金環日食を見よう！５月 21 日（月）金環日食時刻：午前７時 37 分

★何時に見えるの？

★正しい観測方法

★金環日食の情報

★こんなことしてはダメ

天文館での金環日食関連イベント

■申し込み・問い合わせ
　ふれあいの丘天文館 　(２８)３２５４
　　　 http://www.fureai-tenmonkan.jp/　

世界の天体ショー

紙に小さな穴をあけて影を

作ると光が太陽の形になる。

木漏れ日を見ると、

太陽の形に見える。

国立天文台では分かりやすい動画を配信しています。ぜひホームページをご覧ください。
　国立天文台ホームページ　　http://naojcamp.mtk.nao.ac.jp/phenomena/20120521
　※検索エンジンで「国立天文台」「金環日食」で検索すると上位に出てきます。

★金環日食事前説明会
◆日時　５月 20 日 ( 日 ) 午後１時 30 分～３時
◆場所　ふれあいの丘天文館
◆内容　当日、観望会に来られない方のために、　
　　　　日食の仕組みや観望の仕方を説明します。
◆対象　小学４年生以上
　　　　（中学生以下は保護者同伴）
◆募集定員　40 名
◆参加費　小中学生１名 100 円、大人１名 300 円
　　　　　（入館料として）
★金環日食観望会
◆日時　５月 21 日（月）午前６時～９時
◆場所　ふれあいの丘天文館

◆内容　栃木県では 137 年ぶりの金環日食です。
　朝早い時間帯ですが一生に一度の体験を天文館
　にある太陽望遠鏡で覗いてみませんか。また、　
　いくつかの方法で金環日食を観望します。
◆対象　小学４年生以上
　　　　( 中学生以下は保護者同伴 )
◆募集定員　100 名
◆参加費　小中学生 １名 100 円、大人 １名 300 円
　　　　　（入館料として）
※「途中からの参加」「途中での帰宅」も可能ですの
　でご連絡ください。
★ 「金環日食早見盤を作ろう（５月５日）｣「ピンホー
　ル投影機を作ろう（５月 13 日）｣を実施します。
　詳しくは広報おおたわら４月 15 日号 20 ページ
　をご覧ください。
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統計・図書館

　男　　３７,０１６人
　女　　３７,５６６人
　計　　７４,５８２人
世帯数　２７,０１６世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

３月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(４月１日現在)

　男　　３８,６４２人
　女　　３８,１７２人
　計　　７６,８１４人
世帯数　２８,３５４世帯

転入 428 人   転出 637 人 
出生   44 人   死亡   70 人

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

４件
１件
４件
９件

６件
　１件
８件
１５件

　　１９８千円
　１,０３１千円

◆火災･救急 ３月分
[火災発生件数 ]

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　   　  　　　　  )

建　物
林　野
その他
　計　
損害額

　６９件
４７１件
１６１件

　　　　７０１件

　２５件
　１４０件
　４９件
 　２１４件

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

交 通
急 病
その他
　計　

◆交通事故 ３月分
　５７件
０人
６７人
５４３件

１６件
０人
１７人
１８６件

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
市町村に住所を定めている者とし
て、当該市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数およびそれ
らの者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成24
　年１月からの累計です。

●日　　時　５月16日(水)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１
　　　　　　(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時情報政策課でお受けします。
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん
お気軽に
お電話ください

■問い合わせ　情報政策課広報広聴係　　(２３)８７００

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます。
詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

●日　時　５月６日(日)、13日(日)、20日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい、工作  など

(23)4560 開館  平　日 9:30～19:30
時間  土日祝 9:30～17:30

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00(98)7037

●日　時　５月13日(日)　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい など

ピノキオおはなし会

●日　時　５月３日(木)　午前９時30分～午後４時
●会　場　大田原図書館１階広場
●内　容　リサイクル対象の雑誌・本をお持ち帰りいただけます。
　　　　　（持ち帰り用の袋をご持参ください。）

【新着図書情報のメール配信サービス(ＳＤＩ)開始】

「本・雑誌のリサイクル」

図書館クイズ ～グリム童話編～

コアラおはなし会

●日　時　５月12日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク、紙しばい、工作 など

子どものつどい

５月の図書館カレンダー５月の図書館カレンダー

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

休館日休館日

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24
31

日

６
13
20
27

火
１
８
15
22
29

月

７
14
21
28

金
４
11
18
25

土
５
12
19
26

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24
31

日

６
13
20
27

火
１
８
15
22
29

月

７
14
21
28

金
４
11
18
25

土
５
12
19
26

　事前にキーワード(書名、著者名、出版社など)を登録しておくと、これに合致
した資料(本、ＣＤなど)が図書館に届いた場合、新着情報としてメールが配信さ
れます。なお、このサービスを受けるためには、図書館窓口で図書館の利用者
カードとインターネット利用の申し込みが必要です。

●日　時　５月19日(土)～６月17日(日)
●会　場　黒羽図書館
●対　象　市内在住、在学、在勤および近隣市町在住の方
●方　法　カウンターで問題用紙を受け取り、その日のうちに解答してください。
●内　容　グリム童話集の中から７種類のクイズ。全問正解者には｢特
　製しおり｣をプレゼント。各種クイズは何回でも挑戦できます。
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芭蕉の館・彫刻周遊

　この作品は、３・３・１号線と白河信用金庫をつ
なぐ道路の中ほど、コンビニエンスストア付近に
ある作品です。

　人の顔を模した
ものから足が生え
たような生き物が、
自分たちと同じよ
うな形のものを頭
に乗せて運んでい
ます。
　その顔は無表情
で遠くを見つめて
いるようにも見え
ます。

　作者のコメントにこ
のような一文がありま
す。「私の作品の結合は
先史時代のドルメンに
見られる形態から影響
されたものである。」
　ドルメンとは巨大な
石を使ったお墓で、石器時代あたりの古墳だそうで
す。そのことから、この作品を通して、作者は「石を
壊し、組み合わせる行為」によって「生命の生成」と
「復活についての渇望」を表現したかったのだとい

うことが分かります。
　作者は韓国出身の
イ・チミン氏。2000年に
ソウル大学美術学部を
卒業後、東京藝術大学
大学院美術研究科に
入学。在学中に、石も
のがたり展など、多数
の展示会に参加しまし
た。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

32

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８李　知珉 韓国 2002年

イ　　　チミン

メモリー オブ サムシング フォーガッテン

Memory  of  something  forgotten
(忘れたことに対する記憶)

李　知珉  氏李　知珉  氏

設置場所案内図（★印）

★★

白河信用金庫白河信用金庫

ココストアココストア

ラーメン
めん丸
ラーメン
めん丸

　

俳
聖
松
尾
芭
蕉
が
黒
羽
に
滞
在
し
た

元
禄
２
年
(１
６
８
９
)４
月
３
日
〜
４

月
16
日
が
、
新
暦
で
は
５
月
21
日
〜
６

月
３
日
と
な
る
の
に
ち
な
み
、
当
館
で

は
平
成
21
年
度
以
降
、
芭
蕉
を
テ
ー
マ

と
し
た
展
示
を
こ
の
期
間
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
(昨
年
度
は
休
館
に
よ
り
開
催

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
)

　

本
年
度
は
５
月
21
日
が
月
曜
日
(休
館

日
)の
た
め
、
そ
の
前
日
を
会
期
初
日
と

し
ま
す
が
、
｢小
杉
放
菴
が
描
く
『
奥
の
細

道
』
｣と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。

　

小
杉
放
菴
(１
８
８
１
〜
１
９
６
４
)は

日
光
市
出
身
の
画
家
で
、
文
人
的
画
境
に

よ
っ
て
、
洒
脱
で
禅
味
あ
る
山
水
図
や
写

実
的
な
花
鳥
図
な
ど
、
独
特
の
画
風
を
創

り
上
げ
ま
し
た
。

　

放
菴
が
芭
蕉
の
｢奥
の
細
道
｣の
足
跡
を

慕
っ
て
旅
に
出
た
の
は
、
昭
和
２
年
(１

９
２
７
)の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
旅
を
経

て
放
菴
は
、
実
見
し
た
山
水
に
よ
り
、
あ

る
い
は
芭
蕉
の
文
意
を
考
え
、
43
葉
か
ら

な
る
『
奥
の
細
道
画
冊
』
を
制
作
し
た
の

で
す
。

　

こ
の
作
品
は
大
判
・
台
紙
貼
り
の
画

冊
に
仕
立
て
ら
れ
、
昭
和
７
年
、
春
陽

堂
書
店
か
ら
若
干
部
が
非
売
品
と
し
て

頒
布
さ
れ
、
昭
和
47
年
に
同
書
店
か
ら

復
刻
版
(限
定
５
０
０
部
)の
発
刊
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
展
示
す
る
の
は
こ
の
復
刻
版
で

す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、
会

期
途
中
で
一
部
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。

　

会
期
中
に
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
｢奥
の

細
道
｣の
世
界
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ

　

｢小
杉
放
菴
が
描
く
『
奥
の
細
道
』
｣

●
展
示
資
料

　
『
奥
の
細
道
画
冊
』
(全
43
葉
)

●
会　

期

　

５
月
20
日
(日
)〜
６
月
３
日
(日
)

※
会
期
中
の
５
月
21
日
(月
)・
28
日
(月
)

　

は
休
館

●
会　

場

　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

研
修
室

●
観
覧
料

　

大
人　

３
０
０
円
(２
０
０
円
)

　

小
中
学
生　

１
０
０
円
(50
円
)

※
(　

)内
は
20
名
以
上
団
体
料
金

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　

(５
４
)４
１
５
１

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
⑭

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
⑮

黒
羽
芭
蕉
の
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「

小
杉
放
菴
が
描
く
『『奥
の
細
道
』」

「夏草」

ほ
う
あ
ん

し
ゃ
だ
つ

ぜ
ん
み

が 

さ
つ

は
ん 

ぷ
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ハーモニーホール

チケット好評発売中!チケット好評発売中!

●東京都交響楽団名手による弦楽四重奏
　「カルテット・ローエ」
　　～ウィーン古典派を代表するハイドンとシューベルトの挑戦～

●東京都交響楽団名手による弦楽四重奏
　「カルテット・ローエ」
　　～ウィーン古典派を代表するハイドンとシューベルトの挑戦～

チケット好評発売中!チケット好評発売中!

日時・会場 ６月17日(日)

大人  3,000円（友の会2,700円）
午後３時開演／大ホール

※入場は就学児以上とさせていただきます。

●期日・時間　６月２日（土）～6月10日（日）
　　　　　　　午前９時～午後５時
●会　場　第１・２ ギャラリー
●入場料　200円（学生以下無料）
●出品者　６部門41人（出品点数・予定50点）
《 工   芸 》     佐竹良幸、日原悠子、磯飛節子、井出     賢
　　　　　勝城蒼鳳、佐川素峯、八木澤正、鈴木葉子
《日本画》     笹沼恭欣、佐藤孝義、關山公彦
　　　　     長谷川万秩子、増渕修一、松原　賢
《 洋   画 》     安藤幸子、市川     六、猪瀬辰男、後藤英雄
　　　　　齋藤勝美、関口聖子、高橋     務、豊島弘尚
　　　　　橋本冨尾、星　     功、吉城     弘
《 版   画 》     相澤弘邦、郡司伸一、綱川秀人
《 彫   刻 》     飯村直久、石川 　隆、菊池満雄、戸津　侃
　　　　　日原公大、福田順忠
《               》     川上鳴石、酒井真沙、酒井導子、長嶋石城
　    　　      村田幽香、室井池水、横田蘭花

★出品作家によるアートガイドを開催
※出品作家の来館日は当ホールまでお問い合わせください。
【アート体験教室】　
●日　時　６月９日（土）午後2時　
●場　所　交流ホール
●内　容・講師　パステル画入門　高橋   務（洋画）
●参加資格　高校生以上　申込先着20名
●申込受付　５月12日（土）午前９時から　
　　　　　　ホール事務室にて
●参加費　1,000円

●第17回原野展
　～那須野が原の作家たちは今～
●第17回原野展
　～那須野が原の作家たちは今～

〈原野展・イベント参加者募集〉

●関定子ソプラノ・リサイタル
　～那須道の夏に歌う～
●関定子ソプラノ・リサイタル
　～那須路の夏に歌う～

S席  3,000円(友の会  2,700円)
A席  2,000円(友の会  1,800円)
S席学生  1,500円(大学生以下)
A席学生  1,000円　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場 ７月15日(日)
午後３時開演／大ホール　

●共演　藤田和恵（ソプラノ）、仲田淳也（ピアノ）　
　　　　那須野が原ハーモニーホール合唱団
　　　　コーラス藍、やまゆりコーラス、
　　　　コール・クランツェ
●予定曲目　
♪ヴェルディ：オペラ「ナブッコ」より
  「ああ、運命の君は～かつては私の心も～」
♪チレーア：オペラ「アドリアーナ・ルクヴルール」   
　より「私は芸術家のしもべです」 　ほか

※入場は就学児以上とさせていただきます。

書

日時・会場 ７月７日(土)

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

午後２時開演／小ホール
大人　2,000円(友の会  1,800円)
学生　1,000円（大学生以下）
※入場は就学児以上とさせていただきます。

●予定曲目　
♪ハイドン：弦楽四重奏曲第38番Op.33-2「冗談」
♪シューベルト：弦楽四重奏曲第14番「死と乙女」

●2012那須野が原ハーモニーホール・サマーフレッシュ・コンサート
　   ～第80回日本音楽コンクール・ファイナリストによる～
●2012那須野が原ハーモニーホール・サマーフレッシュ・コンサート
　   ～第80回日本音楽コンクール・ファイナリストによる～

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

カルテット・ローエカルテット・ローエ 関定子/ソプラノ関定子/ソプラノ 藤田和恵/ソプラノ藤田和恵/ソプラノ 仲田淳也/ピアノ仲田淳也/ピアノ

【那須野が原ハーモニーホールゆかりのアーティストコーナー】
　小林武史（ヴァイオリン）　猪瀬辰男（画家）
※那須野が原ハーモニーホール友の会員招待事業（300席）

江崎萌子/ピアノ江崎萌子/ピアノ 安保克則/声楽安保克則/声楽 日橋辰朗/ホルン日橋辰朗/ホルン

小林武史/ヴァイオリン小林武史/ヴァイオリン
藤江扶紀
/ヴァイオリン
藤江扶紀
/ヴァイオリン 岡本侑也/チェロ岡本侑也/チェロ
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仮設庁舎

自動
交付機

市民課 国保年金課

会計課 生活環境課

エレベーター

女子トイレ

男子トイレ

多目的
トイレ

待合ロビー

階段階段

階段階段

仮設庁舎および東別館館内図仮設庁舎および東別館館内図

仮
設
庁
舎
Ａ
棟
１
階
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舎
Ａ
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１
階
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Ａ
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１
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１
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Ｂ
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１
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東
別
館
１
階

東
別
館
１
階

東
別
館
１
階

建築住宅課建築指導課

税務課 収納対策課

エレベーター

女子トイレ

男子トイレ

多目的
トイレ

階段階段

階段階段

出入口

福祉課 子ども幸福課 健康政策課
会議室１

高齢者幸福課

男子
トイレ

女子
トイレ 多目的

トイレ

相談室 相談室

階段階段

出入口

出入口
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危機管理課会議室２

男子
トイレ

女子
トイレ

屋　根

階段階段

総務課
（総務法規係・人事係・

行政改革係）
政策推進課

市長室 会議室

エレベーター

女子トイレ

男子トイレ

多目的
トイレ

副市長室総務課
（秘書係） 情報政策課

階段階段

道路建設課道路維持課

都市計画課 まちづくり推進課

エレベーター

女子トイレ

男子トイレ

多目的
トイレ

会議室

階段階段

階段階段
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設
庁
舎
Ａ
棟
２
階
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棟
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階
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階
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階
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２
階

東
別
館
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階

東
別
館
２
階

東
別
館
２
階
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情報政策課

旧本
庁舎

議
会
棟

南
別
館

旧本
庁舎

市総合文化会館

東別館東別館東別館

仮設庁舎A棟

仮設庁舎B棟

市総合文化会館

大田原地域職業
訓練センター
大田原地域職業
訓練センター

議
会
棟

南
別
館

大田原体育館大田原体育館

仮設庁舎A棟
仮設庁舎A棟

仮設庁舎B棟
仮設庁舎B棟

ATM
ATM

本庁舎別棟
▶２階
◎財政課
　　 (23)8797

５月から一部の課が仮設庁舎に移ります５月から一部の課が仮設庁舎に移ります
仮設庁舎２棟の完成に伴い、５月から下図のとおり各課の配置変更を行います。
ご不便をおかけいたしますが、ご理解、ご協力をお願いします。

◎下水道課    　　 (23)8712
◎水道課    　　 　(23)8713

職業訓練センター

▶２階
◎検査課
     　(23)8189

南別館

議会棟
▶１階
◎議事課
　　 (23)8714

▶３階
◎農政課
　　 (23)8708
◎農林整備課
　　 (23)8126
▶２階
◎商工観光課
　　 (23)8709
▶１階
◎文化振興課
　(文化会館係)
　　 (22)4148
◎農業委員会
　 　(23)8716
◎農業公社
　　 (23)4834

総合文化会館

仮設庁舎Ｂ棟東別館

　　出入口
　

仮設庁舎Ａ棟
▶２階
◎危機管理課　 　　(23)1115
▶１階
◎健康政策課 　　　(23)8704
◎福祉課 　　　　　(23)8707
◎子ども幸福課 　　(23)8932　　　
◎高齢者幸福課　　 (23)8740

▶２階
◎政策推進課 　　     (23)8701
◎総務課　                     (23)1111
◎情報政策課                (23)8766    
▶１階
◎国保年金課　 　　(23)8792 
◎市民課                          (23)8705 
◎生活環境課 　　　(23)8706
◎会計課                          (23)8722                            

▶２階
◎道路建設課　　　 (23)8710
◎道路維持課　　 　(23)8717
◎都市計画課　　 　(23)8711
◎まちづくり推進課            (23)1916
▶１階
◎税務課　 　　　　(23)8785 
◎収納対策課                (23)8639    
◎建築住宅課　　　 (23)8724
◎建築指導課　 　　(23)1178

18・19 ページに
館内図を掲載

「安心・しあわせ館」 「政策・せいかつ館」 「税・まちづくり館」

◎選挙管理委員会 　(98)3767

◎湯津上支所総合窓口課 　 (98)2111
湯津上庁舎

◎教育総務課 　　(98)7111
◎学校教育課 　　(98)7114
◎生涯学習課 　　(98)7115
◎中央公民館 　　(98)7080

◎大田原西地区公民館
　 　 (23)8719

勤労者総合福祉センター

両郷出張所
◎総合窓口課　　(59)0111

◎黒羽支所総合窓口課 　　(54)1111
黒羽庁舎

須賀川出張所
◎総合窓口課　　(57)0111

※赤文字の課は５月７日(月)から業務開始
　それ以外は５月１日(火)から業務開始
※赤文字の課は５月７日(月)から業務開始
　それ以外は５月１日(火)から業務開始


	P01.pdf
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	P10
	P11
	P12
	P13
	P14
	P15
	P16
	P17
	P18
	P19
	P20

